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研究成果の概要（和文）： 

中国南北の国境地域では、中央政府は国家統合のためにも経済的にも、国境地域をき
わめて重視してきた。その国家の境界としての位置付けは民族の文化やアイデンティテ
ィ形成に多大な影響を及ぼしてきた。民族のネットワークによる結び付きが強く、文化
の特徴が明確で、アイデンテンティが保たれ、独自の国境文化が形成されてきた。本研
究では、中国南北の国境地域における民族文化の比較検討を通して、国境地域に独自に発
展したであろう国境文化の核心を把握することを目的とした。 
具体的には、人的移動や国家政策を含む国境地域の歴史的な変化、および 1980 年代以降現在
までの国境に暮らす人々の社会や文化・アイデンティティ・ネットワークの動向の２点を中心
として実地調査に基づく検討を行った。この研究を通して、国境文化の解明に接近し、民族紛
争の未然の防止や人々の安全保障に寄与するであろう。 

 

研究成果の概要（英文）： 

The People's Republic of China has land borders with fourteen countries.  
 The central government has regarded these regions as particularly important for national 
integration and the economy. In response, local peoples have formed and maintained tight 
ethnic networks to preserve their particular cultures and identities, and for mutual 
support. The purpose of this project was to compare the core elements of ethnic cultures 
in border areas of southern and northern China.  
     Firstly, we will consider ethnic mobility and historical changes in frontier 
cultures and societies since the delimitation of borders. Secondly, we will clarify main 
changes in their societies, cultures and identities since the 1980s to the present, 
through field research by project members. In this process, we will emphasize the 
understanding of local viewpoints. We trust that by comprehending the present situation 
of ethnic cultures in border areas of China, we can contribute to the prevention or 
reduction of ethnic conflicts and to human security in the contemporary world.  
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１．研究開始当初の背景 

中国は陸上で14カ国もの隣接国と国境
を接している。人為的に区切られた国境は
、人々の生活圏を分断して形成されてきた
。国境はウイグル・チベットなどに見られ
るように往々、民族問題の火種になってき
た。また、国境地域はエネルギー資源の宝
庫であり、経済圏が形成されてきた。中央
政府は国家統合のためにも、国境地域をき
わめて重視してきた。その国家の境界とし
ての位置付けは民族の文化やアイデンテ
ィティ形成に多大な影響を及ぼしてきた。
国境地域では、民族のネットワークによる
結び付きが強く、文化の特徴が明確で、ア
イデンテンティが保たれ、独自の国境文化
が形成されてきた。こうした国境文化を理
解することが目前の急務である。 

 
 

２．研究の目的 

本研究は、中国南北の国境地域における
民族文化の比較検討を通じて、国境地域
の文化の核心を理解するものである。  

 

３．研究の方法 

国境地域に居住する民族の位置付けは、中国
では政治的な色彩を帯びがちである。本研究
は第三者的立場から極力客観的な姿勢で、現
地での調査と討議によって検討する。中国の
国境地域のなかで、北部と南部とでは環境が
異なる。さらに山地民と平地民との違いもあ
る。こうした居住地の環境の相異の比較にも
留意して検討を行う。 
 
４．研究成果 
研究代表者ならびに研究分担者６名が、現地
調査や現地討議を実施し、研究報告論文を完
成させた。主要な論点は次の通りである。 

（１）国境地域における人的移動、国境の
画定を含む国家の統治政策の歴史的な変
化および人々に与えた影響。 

中国・ミャンマー国境地域における移動につ
いて、長谷川清は、20 世紀初以来、漢族が大
量に移住した経緯を明らかにした。それら漢
族は、交易・軍事・農業と関わっていた。ミ
ャンマー産のヒスイの交易ルートを商業移
民が押さえ、現地の経済権を掌握した。軍事
移民や農民は国境の農場等に入植し現地人
を圧倒した。また、中国・ベトナム国境地域
について、塚田誠之は、ベトナムがフランス
の統治下にあった時代においては、住居の移
転を含め人々が自由に往来し、中国人がベト

ナムに耕地を所有するほどであったのが、人
民共和国成立以降、自由な移動に制約が加え
られた。ただし、国境線がより厳密になった
のは 1979 年の中越戦争以降である。それで
も、親戚や友人との冠婚葬祭や年中行事の際
には国境の人々はかなり自由に往来するこ
とが可能であった。樫永真佐夫は、ベトナム
とラオスの国境地域のターイ族「黒タイ」に
ついて、インドシナ戦争後の国境画定によっ
て、ベトナムからラオスに歴史的に移住した
ものがラオス国民となったこと、両者の交流
があるものの、ベトナム・ラオスでそれぞれ
の国の政策や主体民族の文化の影響を受け
たこと、国境を隔てて同じ民族の文化の統合
を指向する現象は、まだ表れていないことを
明らかにした。 

 他方、中国北方の新疆では、大野旭による
と、中国政府が「古くから我が国の領土」で
ある点を強調し、政府が政治的なメッセージ
性の強い挿絵入りの「小児書」を用いて住民
に対して愛国主義教育を行っている現状を
明らかにした。国境に住む人々は多重の帰属
意識を持ち、その時々の政治情勢と国際関係
の変動によって、歴史的に振り子のように揺
れ動いてきたのであるが、政府は中華ナショ
ナリズムを形成強化するような教育をし、歴
史的な材料を政治的に利用して、少数民族の
対政府への反乱は悪で、鎮圧行為は善だとし
てきた。 

研究を通じて、中国南部と北部との共通点
や相違点が明らかにされた。北部の国境は南
部と比較すると閉鎖的で、人々が国境線を相
対化して往来することに制約が見られた。ま
た政府は中国への統合政策を強化してきた
が、とくに北部では歴史を素材に愛国主義教
育を進めている。南部でも、国境が厳然とし
て存在し続け、時には国境によって分断され
た同じ民族が交流を持ちにくい場合も見ら
れたが、国境を越える人的流動の激しい状況
下で、北部よりは人々の往来が見られている。 

 なお、武内房司は 19 世紀末にベトナム西
北部において強大な勢力を誇り、国境を跨い
で中国王朝とも結びついた豪族が、20 世紀以
降いかに宗主国フランスによって取り込ま
れていくかについて史料から明らかにした。 

 

（２）1980 年代以降現在までの国境に暮
らす人々の社会や文化・アイデンティテ
ィ・ネットワークの動向 

中国・ベトナム国境地域の人々のネットワ
ークについて、塚田誠之は、家族の一員とし
ての待遇を受けた「ラオトン」に注目し、そ



 

れが結婚式や葬式、長寿祝い、家の新築祝い、
年中行事、定期市などの機会に往来しあった
こと、ラオトンが家族同様に見做されていた
ことは、ベトナム側でとくに盛大な長寿祝い
の場合の礼物や儀礼の際の位置や呼称にも
現れていることを明らかにした。そのうえで、
個人的な関係が基本であること、ラオトンを
持つ目的について、中国側で実用・実利的側
面が重視され、ベトナム側では感情的側面が
重視されがちで、両国の間には差異が見られ
ること、その差異には両国民の思考様式の違
い、ひいては民族性の違いが反映されている
ことを明らかにした。 

 また、近年、中国側で出稼ぎ移住による若
年層人口の国境地域からの流出、また経済発
展などにともない社会の風潮が変化し、若者
層のラオトンに対する意識が急速に変化し
ていることをも明らかにした。 

 中国・ミャンマー国境地域について、長谷
川清は、1980 年代に、国境貿易ブームで新
来移民が殺到したこと、とくに玉・ヒスイ等
の宝石の貿易・加工に従事する人の 80％以上
が中国各地から移住し、ミャンマーからの移
民も含めて、国境地域の地方経済の基盤を形
成し、それら外地人が家族・親族や同郷出身
者のネットワークを形成してきたこと、都市
化にともない新来移民が開発計画や土地活
用の受益者になって、元からの住民のタイ族
農民が土地を喪失している現状を明らかに
した。 

樫永真佐夫は、ベトナム・ラオス国境間に、
長距離の交通網の整備とそれにともなう人、
モノ、情報の移動が増大していること、そし
てそのことが部分的には双方の黒タイの生
活に影響しているが、むしろ双方の黒タイの
文化的差異をはっきり認識する方向に傾き、
国境を越えて双方が一体化するような文化
の形成には至っていないこと、さらに急速な
近代化による生活環境の変化が、双方の間で
伝統文化の保存を指向する文化運動を刺激
し、在地性の価値の上昇という価値観の変化
を促していることを明らかにした。具体的に
はベトナム側の黒タイのもとでは養豚業が
盛行している。 

松本ますみは、雲南の回民集居地域におけ
るイスラームと中阿学校（中国のアラビア語
教育地点）の動向について、熱心な地とそう
でない地が見られること、熱心な場所は、過
去の大虐殺・被弾圧の記憶を新たにし、それ
をイスラーム復興・回帰へのバネとし、中国
各地からの学生を広く受け入れ、教員、卒業
生の幅広いムスリム・ネットワークを駆使し、
宗教活動を活性化させていることを明らか
にした。また、こうした中阿学校は、宗教的
エスニシティである回族の抱える問題が凝
縮され透けて見える場所であるが、最近の現
象として、１．急激な世俗化と知識の形骸化、

２．（世俗的）高学歴化。３．都市への人口
の移動、４．婚姻問題と漢化の危機、５．計
画生育政策にともなう宗教教育機関進学者
の相対的少なさ、６．経済的格差解消への欲
求からのアラビア語学習、宗教への回帰、７．
相対的弱者である回族、特に女性のセーフテ
ィネットが顕著にみられることを明らかに
した。現代的な環境の下で、ムスリムの人々
は世俗化と原点回帰のはざまで揺れ動いて
いる。 

吉野晃は、移住生活を続けてきた山地民ユ
ーミエン（ヤオ）にとって、タイで初めての
固定的祭祀施設として、伝説上の祖先の「盤
王」を祭る中国式の「廟」を建設しているこ
と、そのことはユーミエンにとって民族アイ
デンティティの表出、すなわち祖先を救った
「盤王」に自分たちも救われたいという指向
の表れであること、「廟」の出現には中国と
の国境を越えるユーミエン・ネットワークが
関わっていること、さらに従来には見られな
かった女性が積極的に「盤王」を祀る儀礼に
参加する現象が見られることを明らかにし
た。 

このように 1980 年代以降、とくに南部に
おいて国境に暮らす人々のネットワークの
活性化、都市化、宗教（ムスリム）の世俗化
や漢化が顕著である。山地・平地を問わず、
そうしたなかでの自己のアイデンティティ
を見直すための宗教的な原点回帰の運動、祖
先を祀る活動、伝統文化の保存を指向する文
化運動の動きが見られる。 

 研究を通じて、国境地域に暮らす人々のも
とでの社会・文化やネットワークの実態、民
族のアイデンティティの動きが明らかにさ
れた。国境地域は政治的に不安定で、人の流
動性が激しい。不安定な立場に置かれた人々
が安定や精神的なよりどころを求めて独自
の「国境文化」を形成し、自己のアイデンテ
ィティや文化を形成し続けてきたのである。
こうした国境地域とそこに暮らす人々に注
視し続ける必要がある 
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